
ブラジル学校の生徒が本学を訪れ、日本の大学を体験しました！ 

 

去る 7月 17日（木）、ブラジル学校であるエスコーラ・アレグリア・デ・サベール（EAS）

豊田校の高等部の生徒 31名と引率教員 2名が本学を訪れ、学生たちと交流をはかりました。

当日は、2限目にスペイン語圏専攻の渡会先生、ならびに、非常勤講師の久保原先生が担当

する「ポルトガル語Ⅰ」のロールプレイングに参加したり、ポルトガル語で歌を一緒にう

たいました。その後は、学食で本学学生とともに昼食をとりながらさらなる交流をしまし

た。昼食後は iCoToBaへと移動し、ポルトガル語を含む複数の言語に精通する iCoToBa教

員のモルガン先生とネリ先生の授業を体験しました。3限目は国際関係学科の髙阪が担当す

る「多文化共生論」において、多言語表記をテーマとしたグループワークに参加しました。

授業後は、渡会先生の「ラテンアメリカ文化」を受講する学生が案内役となり、キャンパ

スツアーに出かけ、ツアー終了後は、学生会館で一息つきながら会話を楽しみました。盛

りだくさんの企画で忙しい 1 日でしたが、最後は、迎えのバスが到着しているにもかかわ

らず、時間を忘れていつまでも写真をとりあう姿がみられるなど、交流が深まりました。

今回の交流は、国際関係学科の宮谷先生のもとで日本語教育を学んだ下田薫子さんが、現

在、EAS で日本語教師を行っていることから実現しました。本学の卒業生が地域で活躍す

る存在となっていることも知ることができ、有意義で嬉しい機会となりました。今回の交

流に先立ち、7 月 6 日（日）には、EAS の先生にお声がけいただき、iCoToBa 教員である

ネリ先生の引率のもと、本学学生が EAS主催の「フェスタ・ジュニーナ」というブラジル

のお祭りに参加しました。今回、初めての交流でしたが、今後も互いに行ったり来たりし

ながら、本学の学生にとってはブラジルの言語・文化が、また、EAS の生徒にとっては日

本人や日本の大学というものが身近な存在になればと思います。 

文責：髙阪（国際関係） 

～写真でふりかえる交流の様子～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【久保原先生担当「ポルトガル語Ⅰ」】 
 

【渡会先生担当「ポルトガル語Ⅰ」】 



 

【学食を体験】 

 

 

【iCoToBaネリ先生の授業】 

 

 

【キャンパスツアー】 

 

 

 

※写真は渡会先生、国際関係 4年長坂倫吏（多文化共生論 SA）が撮影 

 

【iCoToBaモルガン先生の授業】 

 

】 

 

【髙阪担当「多文化共生論」】 

 

【学生会館でひと休み】 

 



今回の本学と EASの交流が 7月 21日（月）の中日新聞に掲載されましたので、ここでご

紹介しておきます。なお、新聞記事の本学 HP掲載については許可を得ています。 

 

 


